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１． はじめに 

二次元の格子状の上を移動型マルチエー

ジェントに於いて近傍との相互作用によっ

て動き振舞っている時、出来るだけリソー

スの効率を高くしたい。このとき、リソース

を格子点毎にランダムに揺らすことでリソ

ースの使用効率が高まることを実験的に示

す。実験では各格子点にエージェントを配

置して、確率に従って移動する。揺らす強さ

とリソースの効率化を確認する。また、近傍

の形状による違いについても確認する。 

 

２．実験方法 

 シュミレータとして、今回は Netlogo を

用いる。タートルを７＊７の格子状に配置

し、それぞれのタートルに、確率に従って移

動するタートルを配置する。 

使用する格子状の図（７＊７） 

 

 

 

 

 

移動確率の例 

          P0：その場に留まる 

         P1：右に移動 

         P2：上に移動 

         P3：左に移動 

         P4：下に移動 

使用効率を高めたいため、すべての格子点 

 

に同程度の数のエージェントが留まるのが

望ましい。そのため、その場に留まる確率を

最も高くなるように設定する。 

パタン１ 

P0+P1+P2+P3+P4＝1 

P0>P1=P2=P3=P4 

P0=0.5 

P1=(1-0.5)/4=0.125 

P1=P2=P3=P4=0.125 

パタン２ 

P1の確率を P2,P3,P4より aの確率分高く

する。 

使用効率について 

全体の格子点の数：N 

エージェントが存在する格子点の数：n 

使用効率：Np=n/N 

 

３．結果 

試行を 20 回行い、使用効率の平均値をとる 

パタン１の場合 

平均使用効率：0.797058824 

パタン２の場合 

平均使用効率：0.89300377 

パタン１よりパタン２の方が使用効率が高

くなった。 
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